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遠隔転移を有する腎細胞癌患者21例の検討

京都府立医科大学泌尿器科学教室（主任：渡辺 決教授）
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  Glinica】． observatioll was made on．21cases of renal cell carcino皿a with distant mctastasis． The

cases were generally younger， higher in the grade of performance status， mostly having multiple distant

metastasis and suppressed immunological responses． Ten of the patien’ts had nephrectomy． Nine

patients had adjuvant therapy． The remaining 2 patients were not treated． The average survival

was 9，6 months with a one－year survival rate of 380／．． The longest survival was 33 months， while

the other cases died within 2 years． There was no significant difference in survival between the patients

who had nephrectomy and those who had not． Our present p血ciple f｛）r treating renal cell carcinoma

with distant metastasis is conservative therapy without nephrectomy． Remarkable advancement

of adjuvant therapy is awaited，

緒 言

 今回われわれは，京都府立脚科大学泌尿器科学教

室1）｝こおいて，1967年から1978年までの12年間に経験

した，遠隔転移を有する腎細胞癌21例の臨床成績およ

び予後について検討したので，報告する．

臨 床 成 績

 遠隔転移を有する腎細胞癌21例のうち，初診時より

遠隔転移を有するものは18例で，初回治療で腎摘出術

を施行した後に遠隔転移の出現をみたものは3例であ

った （Table l）．

 発生年齢は，50歳代9例，40歳代5例，ついで60歳

代5例の順でつづき，平均年齢は56歳であった，また

男女比は2．5：1であった．

 症状発現より来院までの期間は，初診時より遠隔転

移を有する症例においては，1ヵ月未満7例，1ヵ月

以上3ヵ月未満5例，3ヵ月以上1年未満5例，1年

以上1例であった．

 いっぽう，腎摘出術後に遠隔転移の出現をみた症例

では，腎摘後より遠隔転移の発生するまでの期間は，

5ヵ月から1年11ヵ月｝こわたった．

 つぎにこれら症例の治療開始前の転移についてみる

と，胸部レ線所見で転移を認めたものは16例（75％）に

および，部位別にみると肺実質転移が12例，癌性胸膜

炎4例および胸壁腫瘍が2例に認められた．その他の

部位では，骨転移が8例と多く，そのほか腹部腫瘤再

燃皮下腫瘍，肝転移が各2例ずつにみられた．なお，

ほとんどの症例が多発性転移巣を有し，多発性臓器転

移のみられた症例も8例あった．

 治療前の検査成績のうち，腫瘍に対する宿主側の反

応としての血色素量，赤沈値（平均値），CRP，α2－glo－

bulin分画，発熱について検討した．血色素量は12

9／dl未満の貧血群が21例中7例，赤沈値は30 mm以
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Table． ’1

        症状出現症例
   年齢 性
        （月数）番号

初診時遠隔転移 治 療
生存期問
（月数）

1  75  女

2  59  女

3  52 男

4  58  男

5  54  男

6  70  男

7  64  男

8  66 ．女

9  46  男

10  65  男

11  60  男

12  54  女

13  68  男

14  48  男

15  59  男

16  41  男

17  54  男

18  50  男

19  55  女

20  41  女

21  46  男
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上の元進群が20例中12例，CRP陽性群は10例中9例，

治療開始前に腋下温にて週2回以上37．10C以上を記

録した症例は20例中14例であった．

 つぎに治療内容について検討した．初診時よりすで

に遠隔転移を認めた症例に対する治療は，無治療2例，

補助療法のみ6例，腎摘出術に補助療法を加えたもの

10例に大別された。いっぽう，腎摘後に遠隔転移の出

現をみた3例に対しては，補助療法のみがおこなわれ

た．なお補助療法としては，放射線療法は60CO照射

を，化学療法は維持を目的とした抗腫瘍剤による軽い

治療を，ホルモン療法はprogesterone製剤の内服を，

免疫療法は免疫賦活剤の内服を中心とし，症例ごとに

これらを組み合わせて施行した．

 治療効果については，腎摘出術をおこなった10例で

は，遠隔転移巣の自然退縮は1例もなく，原発巣除去

後の補助療法で遠隔転移の縮小がみられたものは，症

例13，14，16（Tab工e 1）の3例にすぎなかった．これら

3例をのぞく他の症例は，いろいろな補助療法を試み

たが，転移巣の改善をみることはなかっアζ．さらに前

述の3例も，すべて2年以内に死亡し，これらの治療

によってさほど予後を延長することはできなかった．

 ここで，一時的にではあるが著しいobjective res一

ponseを示した1例（症例14）を紹介する．

 症例48は歳男性．初診時より左肺野に2個の小転移

巣を認めるも，1977年4月右腎摘出術を施行．組織学

的所見はclear cell typeの腎細胞癌であった．術後

当初は，全身的治療を追加しなかったため，同年10月

頃には転移巣は著しく増大し，右腎部皮下腫瘍の出現

のための終漁が激しく，痙痛に対する対症療法のみが

施行きれた．Fig 1は，その時点での胸部レ線所見を

示す．

 同年12月末より，5－FUドライシロップ300 mg／day

を経口投与したところ，わずか17日後の胸部レ線所見

では著しいobjective responseを示した（Fig 2）．ま

た全身状態も改善し，持続する高熱もおさまり，食欲

も回復した．その後小康状態がつづ削胸部レ線所見

も著変はみられなかったが，1978年5月頃より，全身

状態が悪化し，右下肺野に大きな転移巣の出現を認め

t．その後，治療の甲斐なく同年8．目に死亡した．

予 後

 今回の21症例についての予後調査は，1980年10月1

日現在をもって電話で調査をおこない，全例の死亡を

確認した．生存期間については，遠隔転移のため入院
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Fig・L 5－FU投与前のレ線所見

した日から算定した．なお生存率の算定には，実測生

存率を用いた，

 まず，全例の予後についてみると，平均生存期間は

9．6ヵ月，1年生存率38％，3年生存率O％であった，

そのうちで，初診時すでに遠隔転移を有する18症例の

予後は，平均生存期間9．3ヵ月，1年生存率33％，最

長生存期間2年9ヵ月であり，一方，腎摘後に発生し

た遠隔転移を有する3症例の予後は，平均生存期間12

ヵ月，最長生存期間1年6ヵ月であった．

 つぎに治療法別に予後の検討を試みた．初診時より

すでに遠隔転移を認めた症例のうち，無治療群，補助

療法のみの群，腎摘出術に補助療法を加えた群につい

ての平均生存期間は，おのおの3ヵ月，7．7ヵ月，ll．5

ヵ月となった．腎摘後に遠隔転移の出現をみた症例の

平均生存期間は，前述のごとく12ヵ月であった．

考 察

 われわれの経験した21症例は，全体的に年齢が若く，

ほとんどの症例が多発性の遠隔転移を有しており2），

performance statusのgradeが高い症例や，腫瘍に

対する宿主側の反応としての血色素量，赤沈値，CRP，

α2－globulin分画，発熱などの異常を伴う症例が多く

みられた．なお，今回集計した症例は12年間におよび，

全例のper正brmance statusを制定しがたく，その記

載は断念せざるをえなかった．

 当教室の治療方針としては，1975年までは，遠隔転

移を有する症例にはその自然退縮をも期待して原発巣

の腎摘出術を積極的におこなってきたが，1976年以降

（4例が含まれる）は保存療法を主としている．この

ような経緯もあり，含まれる症例の予後に関する要素

鍵
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Fig．2．5－FU投与17日後のレ線所見

は複雑ではあるが，一応の結果として全体の平均生存

期間は9．6ヵ月，1年生存率38％，最長生存期間は33

ヵ月であった．

 予後を左右する因子として，治療法について前述の

ごとく4群に分けて検討したところ，初診時にすでに

遠隔転移を有する症例においては，腎摘を加えた群の

方が平均生存期間において若干ながら予後が良好であ

ったように思える．そして腎二三に遠隔転移を認めた

症例の保存治療は，腎摘施行群とほぼ等しい成績を示

した．しかし，補助療法のみの群には，一般状態が悪

くて手術をしようにもできなかった症例も含まれてい

る．また個々の症例の予後分布にもばらつきがかなり

あり，治療の効果だけでなく，他の因子，すなわち症

例のperformance status，手術適応の選択方針などに

よっても，予後が著しく影響されているとも考えられ

る．よって，これだけの少数例による結果では，各群

の予後に対する正当な比較や評価は困難といわざるを

えない，

 近年，遠隔転移を有する腎細胞癌に，腎摘出術を施

行することの是非が論争され，今日にいたってもまだ

明確な回答が得られていない．しかし，諸家の報告か

らは，腎摘出術による遠隔転移の自然退縮はごくまれ

であることは確実である．腎癌は化学療法に最も抵抗

する癌のひとつに数えられるものであり，これは遠隔

転移についてもほぼ同様である，自然退縮が期待でき

ない以上，腎摘出術の目的はreduction surgcryのみ

にあることは明らかで，そのためには，遠隔転移の緩

解をめざすintcnsivc chcmotherapyの開発が必要で

ある．しかしそれは腎癌が化学療法に抵抗性であるだ

けに難しく，たとえ転移巣を縮小させたとしても，予
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後を延長するのは至難の技と思われるのが現状であ

る．

 われわれの成績は，進行腎癌の治療としては残念な

がら悲観的な結果に終ったが， とくに！例において

5－FUによる著しいobjective responseが得られたこ

とは，たとえ結果的に予後にはそれほど貢献しなかっ

たとはいうものの，唯一の救いではあった．5－FUの

肺転移巣に対する効果は1増田ら3）の報告につづくも

のである．

 以上のごとく，現在の化学療法の状況では，遠隔転

移を有する症例に腎摘出術を積極的に施行する必要は

認められない．しかし，全身状態が良好で，患腎の存

在ICよって出血，発熱など生体にとって有害な現象が

みられる場合には，腎摘出術をおこない，十分な化学

療法をはじめとする補助療法を追加することもありう

る．とにかく進行期の腎癌の治療は，今後さらに試行

錯誤をくり返すことが予想され，予後を年単位で延長

することには，至難の道と考えざるをえない．

結 語

 1）遠隔転移を有する腎細胞癌21例について，その

臨床成績および予後を検討した．対象症例は，全体的

に年齢が若く，ほとんどが多発性の転移巣を有し，

performance statusのgradeの高い症例や，腫瘍に

対する宿主としての生体反応の異常を伴う症例が多く

みられた．

 2）治療としてはし腎摘除術が21例中9例におこな

われ，補助療法のみがおこなわれた症例が10例，無治

療が2例であった，

 3）予後については，平均生存期間9．6ヵ月，1年

生存率38％，最長生存期間33ヵ月であり，1例を除く

すべては，2年以内に死亡した，そして，腎摘群と非

腎摘群との生存期間には，はっきりした差は認められ

なかった．

 4）われわれは，遠隔転移を有する腎細胞癌症例に

対しては，主として保存療法で対処する方針である．

この点に関し，今後の補助療法の発展をまちたい．
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